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●はじめに 
  
 鋼の房総旅団 chawan⼩隊としては、前回（C87）の三つ峠、前々回（C86）の飯能に
つづく３作⽬のヤマノススメ 聖地巡礼報告書となります。 

 今回はあおいとひなたの思い出の⼭であ
る⾕川岳に登ってみました！ 

 我が⼩隊がサークル活動を展開しようと
すると⼤抵ロクでもないことが起こるので
すが、今回もしょっぱなからアクシデント
に遭遇してしまいました。 

 しかし、最終的には⼭頂からの⾒事なご
来光を拝むことに成功したので、その苦難
の⾏軍の模様を報告させていただきます！ 
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●偵察⾏動編 

１、⼟合駅   
ど あ い

 ヤマノススメでは、あおいとひなたの想い出の⼭として描かれている⾕川岳は雪深い⼭
として有名で、５⽉まではアイゼンなどの雪⼭装備がなければ登ることはできません。  
 命の危険を冒してまで聖地巡礼する覚悟はなかったので、早い段階から登⼭の決⾏⽇を
６⽉下旬と決めていたのですが、我が⼩隊の参謀であるハムスター師匠がある情報を⼊⼿
したところから事態は急展開を⾒せたのでした…。  

「⾕川岳のロープウェイが定期点検で2015/6/9〜7/1まで
運休するらしいよ」  
「な、、、、なんだとぉぅっ！ ((((；ﾟДﾟ))))))) 」  

 ⽇帰りお気楽プランを予定していた我々にとっては⼤誤算
です。  
 仕⽅なく⼩隊としての登⼭計画は７⽉に順延することにし
たのですが、  

「今週末ならまだロープウェイは運⾏しているのか…」  
「よしっ、偵察を兼ねてひとりで登ってみるか！」  

 ということで、予定を変更し⼩隊⻑⾃ら単独で⽇帰り偵察登⼭にでかけてみました。  
 深夜に千葉を出発して関越⾃動⾞道を⾛りつづけ、眠気が限界に達したところで途中の
サービスエリアで仮眠するなどして朝10時前に湯檜曽駅に到着。  

ゆ び そ

 ここからひと駅だけ電⾞に乗って、アニ
メで描かれたエピソードと同じルートを辿
ることにしたのですが、 

「雲⾏きが怪しいな…」 
「天気予報によると午後から回復するらし
いし、それを信じて登ってみますかね…」 

 もともと予定になかった登⼭で、翌⽇は
福島県にある只⾒線の絶景を撮りにいくこ
とにしていたので、天候が多少悪くても強
⾏せざるを得ないのが⾟いところです…。 

 ⼀抹の不安を抱えつつもやってきた電⾞に乗り込むと、まもなく今回の聖地巡礼の旅の

出発点となる⼟合駅に到着したのでした。 
ど あ い
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 この駅の最⼤の特徴は、地下深くに作られた新潟⽅⾯へ向かう下り線のホームと駅舎を
接続する462段もの階段です。 
 下から⾒あげると点にしか⾒えない出⼝の灯りにげんなりとしつつ、 

 あおいとひなたが休憩したベンチを撮影したりしながら⼀段ずつ登ること約10分。 

 ようやく駅舎にたどり着いたので、さっそくこの場⾯の写真を撮影してみたのですが、
かえでさんが登⼭届けを記⼊している机はパンフレット置き場となっていました…、とい
うより机の形は似ているので改変しちゃったのかな？ 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 最初に説明しておきますが、このページに掲載している上の２枚の写真は後⽇撮り直し
たものになります。 
 偵察⾏動編で訪れた⽇の天気はイマイチで絵的にパッとしなかったので、晴れ渡った空
の下でキレイに撮れたリベンジ編で撮影したものに差し替えさせていただきました。 

 話をもどします。 

 無⼈駅とはいえ、関東の駅百選にも選ばれた⼟合駅の駅舎はなんだか存在感があります
ど あ い

よね！ 

 そして、地下深くにある下り線のホームとは異なり、⼟合駅から東京⽅⾯へ向かう上り
ど あ い

線は地上にホームがあります。 
 その上り線のレールが⾛る橋脚をくぐりテクテク歩き始めると、 

 約１５分ほどでロープウェイ乗り場が⾒えてきました。 
 しかし、今回はさらに少し登ったところに⼊り⼝がある⻄⿊尾根ルートという登⼭道で
歩いて⼭頂まで向かってみることにしました。 

２、⻄⿊尾根ルートからの登⼭ 

 この⽇は天候が悪かったせいか他に登⼭
客はおらず、ひっそりと静まり返った中を
ゆっくりマイペースで登り始めたのですが、
このルートだと６⽉初旬でも登⼭道のすぐ
脇に残雪が残っているのですね…。 

「⾜を滑らせて怪我したら、助けてくれる
⼈がいそうにないな…」 

 いつも以上に細⼼の注意を払いつつ登⼭
することを決意したのでした。 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 すると、約１時間３０分ほど登ったとこ
ろで、この登⼭ルートの最⼤の関⾨と⾔え
る鎖場に到達！ 

「絶壁やのう…」 

 前⽇までの⾬で岸壁が滑りやすくなって
いたので、慎重に⾜元を確かめながら鎖を
頼りに⼀歩ずつ登っていったところで⽬に
した光景は…、 

「雲か霧で、なんも⾒えん…」 

 天気予報では午後から回復傾向にあると
予想されていたハズですが、どうやら外れ
てしまったようです…。 
 前回、三つ峠に登った時は下界は曇り空
だったのに、雲を突き抜けた⼭頂付近では
雲海が広がり、その雲海の只中に富⼠⼭が
そびえ⽴つという絶景を⽬にすることがで
きたので、今回もそうなってくれることを
期待していたのですが、⼈⽣そう⽢くはな
いようです…。 

 ただし、絶景が⾒えた可能性があったと
いうことは、⾜がすくむような⾼さであっ
た可能性もあるワケでして、曇っていて崖
下が⾒えなかったということは恐怖を感じ
ずにすんだということになるのかもしれま
せんｗ 
 正直なところ、この崖を登るのはともか
く、降りるのはゴメンこうむりたいと思い
ながら登っていたのですよ…。 

 そして、この関⾨をくぐり抜けた後にあ
らわれた雪原地帯におののきながらも、今
度は雪で⾜を滑らさないよう歩幅を短くし
て少しずつ歩き続け、ようやくアニメで⾒
たことのある光景を⽬の当たりにすること
ができたのでした！ 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 そこからさらに約２０分ほど歩き続け、ようやく⾕川岳の⼭頂の
ひとつであるトマの⽿に到着したのですが、この頃には⼩⾬が降り
始め１０メートル先がやっと⾒えるくらいの状況にまで悪化してし
まっていたのです…。 

 ということで、７⽉に順延させた房総旅団としての登⼭を決⾏す
る際に好天に恵まれることを期待し、この⽇は早々にロープウェイ
を使って下⼭することにしたのでした。 

 ちなみに⻄⿊尾根ルートを使った往路は約４時間、ロープウェイ
を使った復路の天神尾根ルートは約２時間の登⼭で、道中に多少の
残雪はあったものの登⼭靴と軍⼿さえあれば問題なく登⼭することができました。 

 そして、ロープウェイから降り⼟合駅に向けて歩き出してから思い出したのですが…、 
ど あ い

「そういえば…、⾞は湯檜曽駅に置いたままだな…」 
ゆ び そ

「⼟合駅に上り線の列⾞はいつ来るんだろ？」 
ど あ い

 スマートフォンを操作してしらべてみたところ、 

「くぅっ、１時間後か…」 
「仕⽅ない…、ひと駅くらい歩くか…」 

 登⼭でクタクタに疲れはてただけでなく、⾬合⽻を⽻織っていていたにも関わらずズブ
濡れになって冷え切った⾝体にムチを打って歩き始めると、 

「ん！？ 路線バスの停留所がある…」 
「でも、そんな都合よく来るわけな…」 

「キターーーーっ！」 

 ワタクシにはライトを光らせこちらへ向
かってくるバスに後光が差しているように
⾒えましたｗ 

 バスの運転⼿さんに湯檜曽駅に停⾞する
ゆ び そ

ことを確認してから乗り込んだのはいうま
でもありません！ 

 みなさんは帰りの⾜のこともちゃんと考
えて⾏動してくださいね。 
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⚫おまけ 

３、会津線の絶景を撮れ！ 

 突然ですが、ヤマノススメとは何の関係もないおまけのページを挟ませていただきます。

 ⾕川岳の偵察登⼭は天候に恵まれず、聖地の写真をほとんど撮れないという散々な結果

に終わってしまいましたが、登⼭の疲れを湯檜曽温泉の⽇帰り⼊浴で癒した後、福島県の
ゆ ひ そ

⽅まで⾞を⾛らせて只⾒線の絶景を撮りに⾏ってみました！ 

 なんでも以前は撮影スポットまで草むらをかき分けながら獣道を登る必要があったらし
いのですが、その光景が有名になったおかげで国道沿いに道の駅「尾瀬街道みしま宿」が
作られ、駐⾞場から徒歩５分で絶景を⾒ることができる⼭道まで整備されたのだそうです。
 
 そして、１年の中でも６〜７⽉には朝霧
がかかって最も幻想的な光景となるらしく、
前夜は全国的に⾬が降ったために朝霧が発
⽣するのではないかと予想し、⾕川岳から
移動してみました！ 

 翌朝、撮影スポットまで移動してみると、
狙いどおり朝霧がかかっていたのですが、
残念ながら始発列⾞が通る⼨前に朝霧は消
えてしまいました…。 

 しかし、静かな川⾯に列⾞の姿がキレイ
に映えたこの光景もまた絶景ですよね！ 

  /  7 20



⚫リベンジ 

４、天神尾根ルートからの登⼭ 

 ２０１５年７⽉初旬は⻑⾬が続き、直前まで⼩隊としての作戦⾏動を決⾏するかどうか
危ぶまれたものの、誰の⾏いが良かったのか澄み切った⻘空の下での登⼭を始めることと
なりました。 

 今回は⾕川岳で最も⼈気のあるロープウェイを使った天神尾根ルートで登ることにした
のですが、作戦に参加した旅団員はヤブ医者⽒、御堂筋教官、ハムスター師匠、chawan
の４名です。 
 初登場となる御堂筋教官は 

「運動するのは年に⼆度のコミケで歩き回るだけでいい！」 

 などとあおいのような弱⾳を吐いていたのですが、⼭頂までたどりつくことができるの
でしょうか！？ 

 好天に恵まれ⼤勢の登⼭客で賑わうロー
プウェイ乗り場で、 

「おい、誰か恐怖に怯えたふりをして、 
チケットを落としてくれよ！」 

 などというたわいもない会話をしながら 
順番がやってくるのを待ち、約15分ほどの
乗⾞時間で標⾼1,319メートルの地点まで 
⼀気に登ってしまったのでした。 

 ちなみに、秋の紅葉シーズンになるとこのあたりは⼤勢の⾏楽客で賑わうらしいのです
が、⼭頂付近は⾵が強くたった１⽇で散ってしまうこともあるそうなので、⾕川岳の紅葉
は桜より貴重なのかもしれません。 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 ここからはあおいが怖がっていたリフト
に乗って展望台へ向かうことにしたのです
が、いくらロープウェイと違って周りに覆
いがないとはいえ、こんな⾜がつくような
⾼さのリフトが怖いですかね？ｗ 

 約５分ほどリフトに揺られ到着した場所
から少し歩いたところにある展望台の眺め
はナカナカの絶景でした！ 
 ロープウェイとリフトを乗り継ぐだけで
簡単にここまで来れるのでオススメです。 

 そして、展望台近くの神社の岩場でハムスター師匠に⽴ってもらったのですが、アニメ
の縮尺はなんか間違ってますよね…？ ⼩⼈すぎます…。 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 さて、ここから先は⾃らの⾜で登らなけ
ればなりません。 
 靴紐を締めたり、ストックの⻑さを調整
するなどして準備を整え、頂上へ向けて歩
き始めたのでした。 

 ちなみに、アニメでも説明されていまし
たが、⾕川岳は頂上が標⾼１９６３メート
ルのトマの⽿と標⾼１９７７メートルのオ
キの⽿の⼆峰に分かれています。 
「猫の⽿みたい！」ってやつですね。 

 そして、リフト降り場のすぐそばには「⼭頂まで3.0km」という道標があるのですが、 

 少し歩いた先にある道標には「⼭頂まで3.3km」と確かに書かれています…。 

「おかしいな、さっきは3.0kmだったのに増えてない？」 
「細かいことは気にしな〜い」 

 って感じにヤマノススメごっこを楽しみながら歩き続けたのでした！ 
 最初のうちは余裕があったのでこんな具合に⾶び跳ねたりしていたのですが、 
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 天神尾根ルートは初⼼者向けとはいえ、こんな具合によじ登らなければならない鎖場が
いくつかあるので、運動靴と軍⼿は準備しておいた⽅が良いでしょう。 

 アニメでも休憩した⼩屋でひと休みしたり、 

 ほのかが景⾊を撮影していた天狗の留まり場で再現撮影しようとしたのですが、どうあ
がいても無理だったのでこんな感じにアレンジしちゃいました。 
 たぶんここも⼈間と岩場の縮尺が違ってます…。 
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 そして、この次に到着した天神ザンゲ岩でも撮影してみたのですが、やっぱりかえでさ
んの⾝⻑が低すぎますよね！ 

 とまぁ、順調に登っていたかのように⾒えますが、実はこの頃にはかなりバテていまし
て、少し登っては休み…、休んでは登り…を繰り返すような状態となっていました。 
 そこで、余⼒を残していたヤブ医者⽒とハムスター師匠にはここで別れて先に進んでも
らうことにし、 

「もう限界、ここで引き返そうかな…」 

 とボヤき続ける御堂筋教官を励ましながらゆっくりと少しずつ登り続け、ついに⼭⼩屋
「肩の⼩屋」に到着したのでした！ 

 早速、中に⼊って少し休憩させてもらい⼭⼩屋のご主⼈に話を聞いてみると、 

「ここから⼭頂までは５分で⾏けるよ」 

 ということだったので、残った気⼒を振り絞りなんとか登頂に成功した我々は、 

「カメラにはこういう使い⽅もあるのよ」 

 というかえでさんの⾔葉を借りて⼆⼈だけの記念撮影を敢⾏したのでしたｗ 
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 しかし…、⻘く澄みきった空の下で⼭頂
からの絶景を眺めていると、登⼭の疲れな
んて吹き⾶んじゃいますね！ 
 しばらくの間、⾔葉を忘れて雄⼤な眺め
を楽しんでいたのですが、 

「僕はここで帰りますわ〜」 
「先に⾏ったハムスター師匠が戻ってきた
ら、そう伝えといてくださいね〜」 

 と⾔い残し、御堂筋教官は下⼭を開始し
たのでした。 
 んーむー、ワタクシは京都⽣まれの⼤阪育ちなのですが、弱⾍ペダルの御堂筋くんの⼝
調を⽂章で真似するのは難しいな…。 

 こうして御堂筋教官を⾒送った後、 

「さて、オレは⼭⼩屋に宿泊するからここで体⼒を使い果たしても⼤丈夫だし、奥に⾒え
るもう⼀つ⼭頂のオキの⽿にも⾏ってみるか！」 

 最後の⼒を振り絞って再び歩き始めたのでした。 
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「⽇本って、こんなに⼭だらけなんだ…」 
 
 はるか先まで連なる⼭々を眺めながらガラにも
ないことを考えたりしつつ、ふとトマの⽿の⽅を
振り返ってみると…、 

「うわっ、絶壁やん…、この尾根を歩くのもリフ
トなんかよりよっぽど怖いしっ！」 

 やはりあおいの精神状況は理解できませんｗ 

 帰途につく登⼭客とすれ違いながら歩き続けるとオキの⽿に到着した頃にはすっかりひ
と気がなくなっており、⼭頂からの眺めを独占して絶景を楽しんだのでした。 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５、⼭⼩屋に泊まってみた 

 思う存分⼭頂からの眺めを楽しんだ後、 
途中にあった存在感のある道標を撮影した
りしながら⼭⼩屋へ戻り、宿泊の⼿続きを
したのですが、やはり普通のホテルに宿泊
するのとは勝⼿が違いますね。 

 朝⼣の⾷事は普通に準備してくれるもの
の、消灯時間は20時30分とかなり早めだ
し、⾵呂はおろかシャワーもありません。
ワタクシは持参していたウェットティッシュ
で⾝体の汗を拭き取ったのですが、そうしてできたゴミも持ち帰るのがマナーなんだそう
です。 
 しかも、男⼥の別なく肩幅くらいのマットの上に敷いた寝袋にくるまって眠るので、普
通はなかなか寝付けない環境なのかもしれません。 

 しかし、こういった不便さも休憩室で⾒
ず知らずの登⼭客と語り合ったりして楽し
んでしまえば旅の思い出の⼀つとなるので
はないでしょうか。 
 残念ながらこの⽇の宿泊客の年齢層は⾮
常に⾼く、壁にポスターが飾られていた 
ヤマノススメのことを話題にしてもわかっ
てもらえそうになかったのですが、幼いあ
おいやひなたが泊まった部屋の⽚隅でワタ
クシも寝ることができたのは良い思い出と
なりました！ 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 まったりと休んでいると⽇没の時間が迫ってきたので、ご来光の撮影の練習を兼ねて⼣
焼けを撮影してみたのですが、⼭⼩屋から⾒る⼣焼けもまた絶景ですなぁ…。 

 そして、⼣焼けの撮影を終えると間もなく消灯時間となり、ワタクシにあてがわれたス
ペースで寝袋の中に潜りこんだのですが…、 

「眠れない…」 

 普段、夜中の2時過ぎに寝ているのに20時30分に眠れと⾔われても、そう簡単には眠れ
ませんよねｗ 
 しかし、登⼭でクタクタに疲れていたおかげか、⽬を閉じているうちに眠りに落ちてし
まったのでした…。 

６、ご来光 
 
AM３時30分 

 真っ暗な⼭⼩屋でこっそりと起き出
したワタクシは、まだ寝静まったまま
の他の登⼭客の迷惑にならないよう 
スマートフォンの液晶の灯りを頼りに
カメラと防寒着を⼿繰り寄せ、⽉明か
りに照らされた⼭道を⼭頂まで歩いて
⾏ったのでした。 

 すると、トマの⽿にはなんとテント
を張って休んでいる⼈たちがいるでは
ないですか…。 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「テントの横じゃ、落ち着いてご来光を楽しめないな…」 

 ご来光の時間までまだ余裕があり、そう判断したワタクシはオキの⽿の⽅へ移動するこ
とにしたのであります。 
 そして、少しずつ⽩み始めた東の空を眺めているとほどなく地平線の彼⽅から強烈な光
が現れ、⾒事なご来光を拝むことができたのでした！ 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 ２０１５年７⽉は⻑⾬が続き、晴れてく
れるかどうか不安だったのですが、忘れら
れない思い出となりました！ 

 欲をいえば、登⼭に参加した⼩隊のメン
バー全員で⼿をつなぎながらご来光を⾒た
かったかな！？ｗ 

 ま、それはそのうちどこかの⼭の⼭頂で
実現するかもしれません。 

 ちなみに、ワタクシは⼭⼩屋に宿泊したので２⽇がかりとなっていますが、天神尾根ルー
トの往路は約４時間、復路は約１時間３０分で登⼭することができました。 

 今回が初めての登⼭だった御堂筋教官もなんとか⼭頂まで登ることができたので、もし
よければ⾏ってみてください！ 

 アナタにとって忘れられない絶景を⾒ることができるかもしれませんよ！？ 

おしまい 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●サークルと主要な登場⼈物の紹介 

⚫ 鋼の房総旅団 chawan⼩隊 

 房総半島を拠点とし、「あの⽇⾒た花の名前を僕達はまだ知らない」の埼⽟県秩⽗や、
「Free！」の⿃取県岩美町、「あの夏で待ってる」の⻑野県⼩諸など、⽇本中に点在する
アニメの聖地を⾞や⾃転⾞などで駆け巡るサークル。 
 今⽇も⽇本のどこかを暴⾛中！？ 

⚫ ヤブ医者⽒ 

 第05号「ヤマノススメ 三つ峠編」より参加。 
 本職はお医者さん。その昔は運動嫌いで鳴らしていたものの、ハムスター師匠にいろい
ろとそそのかされた結果、⾃転⾞に登⼭にアウトドア派に転向しつつある！？ 

⚫ 御堂筋教官 

 本書 第07号「ヤマノススメ ⾕川岳編」より参加。 
 最初は「運動するのは年に⼆度のコミケで歩き回るだけで良い」とあおいのような弱⾳
を吐いていたものの、⾕川岳の登頂に成功！ 
 現在は「かつては魔の⼭と呼ばれた⾕川岳に登れたんだから他の⼭なんて余裕っしょ！」
とハムスター師匠からそそのかされ中。 
 次のターゲットは富⼠⼭か！？ 
 名前は、いくつかの共通点から弱⾍ペダルの御堂筋くんから拝借しています。 

⚫ ハムスター師匠 

 千葉県を縦断する⾃転⾞レース「ツールドちば」に出場した際、登り坂でお気に⼊りの
⼩径⾞のペダルを必死に回していたら、「ハムスターみたいに脚がまわっていますよ！」
と先導員から指摘されたことから命名。 
 ⾃宅に⾃転⾞屋さん並みの機材を揃えた旅団随⼀の豪脚の持ち主。 
 ⼩隊⻑が⽴案する無謀な旅の企画に的確なツッコミを⼊れるだけでなく、⻑年コミケに
通い詰めた経験から本誌を制作する上でも多⼤な貢献を果たす参謀でもある。 

⚫chawan 

  本誌の執筆者であり、旅の企画担当。 
 毎朝８時に更新するブログ「chawanのたわごと」で、お気に⼊りのアニメの聖地巡礼
の模様をレポートするだけでなく、「⽔曜どうでしょう」のサイコロの旅を真似て本州を
愛⾞で駆け巡ったり、パソコンやカメラなどのデジタル機器のレビューなど、思いつくが
ままに書きなぐり中。 
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 本誌で使⽤されているアニメのキャプチャ画像などの著作権は、
原作者およびアニメ制作者に帰属します。 

 本誌では、著作権法第３２条における「批評、研究その他の引
⽤」に基づき、ロケ地写真とアニメ本編の映像を⽐較するため、
画像を引⽤させていただきました。 
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「ヤマノススメ ⾕川岳」 
聖地巡礼活動における成果報告
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